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私たちの飲料ビジネスは、地球上のさまざまな資源を利用し商品を販売する動脈と
空容器や自動販売機を廃棄する静脈で成り立っています。この静脈の活動は、
環境に負荷を与えないよう自己完結でリサイクルする仕組みとして「北九州さわやか
リサイクルセンター」で実現させています。現在、事業エリアに約 25 万台設置して
いる飲料自動販売機をお客さまに安心して利用していただくだけではなく、老朽化や
自然災害によって利用不可能になった場合でも、その価値を再生原料として生まれ
変わらせることで地球や社会にやさしい活動を推進しています。
今後は、より一層循環型社会に貢献するため、廃棄する自動販売機のゼロエミッション
（廃棄物の発生量ゼロ）を目指し、自社処理の拡大に向けて取り組んでいきます。

外観

解体・分別

フロンガス回収
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私たちの果たす役割

特集 3

■自動販売機の廃棄台数とフロンガス回収量

■廃棄自動販売機リサイクルフロー図

廃棄台数（台）

内、リサイクルセンター
廃棄台数（台）

フロンガス回収量（kg）

内、リサイクルセンター
回収量（kg）

環境モデル都市に選定された
北九州市は、低炭素社会の構築を
目指して環境政策を進めています。
その実現には、事業者のみなさま
の協力が必要不可欠です。資源の
有効活用は温室効果ガスの削減に
つながるものであり、コカ･コーラ
ウエストグループのさらなる取り
組みを期待しております。

温室効果ガスの
削減に向けた
取り組みに期待します

北九州市環境局環境経済部
環境産業政策室
長沼 幸一 様

コカ･コーラウエストグループに望
むこと

「分ければ資源」をモットーに、廃棄となった自動販売機を
センターで受け入れ、資源の
有効活用として、解体･分別を
徹底しています。特に、現場の
責任者として心掛けていること
は、オゾン層保護や地球温暖化
防止のために、冷媒フロンガス
を大気放出させることなく、
安全かつ確実に回収し地球への
負荷を与えないことです。
今後も、リサイクルの入口である
センターの運営に誇りを持って
取り組んでいきます。

リサイクルの入口としての役割に責任とやりがいを実感

コカ･コーラウエスト
ロジスティクス㈱　
北九州さわやか
リサイクルセンター　主任
住岡 亨

私たちの果たす役割私たちの果たす役割

循環型社会を
実現する
循環型社会を
実現する

廃棄自動販売機
リサイクルセンターの取り組み
2008年4月、飲料自動販売機の廃棄処理を専門に行う自社施設を
北九州エコタウン（北九州市若松区響町）内に建設し、運営しています。
この「廃棄自動販売機リサイクルセンター」では、中国･北部九州
エリアから回収した廃棄自動販売機を素材ごとに解体･分別する
ことで、限りある資源を有効に活用しています。年間16,000台
規模のリサイクル処理を目指し、さらなる循環型社会の実現に向けて
取り組みます。

廃棄自動販売機リサイクルセンターの概要
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コカ･コーラウエストロジスティクス㈱　北九州さわやかリサイクルセンター長　黒瀬 浩希


